
様式 2 

《単位互換提供科目詳細（シラバス）》 

 

＊科目 No． 2911 

 科目概要記入欄 

1．開設大学 島根県立大学 
開催
方法 

■対面（ 浜田キャンパス ） 

□オンライン（同時・録画・資料提示） 

□対面（       ）・録画 

2．科 目 名 

正式科目名 

地域経営論 

クラス名  

副題 
配当年次 2・3 

受入学年  

旧科目名  

学問分野 番号 22 名称 政治学 
サテライトで開講される科目の科目群 Ａ群    Ｂ群 

3．担当教員名 久保田 章市 

4．単 位 数 2 単位 5．開講学期 春学期（集中） 

6.開講期間 

  曜日・時間 

2021 年 8 月 4 日（水）～ 2021 年 8 月 8 日（日） 

集中講義    9：00～18：00   

  個別開講日 

1 回目  /   2 回目  /   3 回目  /   4 回目  /   5 回目  /   6 回目  /   

7 回目  /   8 回目  /   9 回目  /   10 回目  /   11 回目  /   12 回目  /   

13 回目  /   14 回目  /   15 回目  /   16 回目  /   試験日     /  

7.基礎知識の有無 2.「基礎知識を必要としない科目」 

8.募集人数 

（総授業定員） 

    5 人 

（      人） 

9.定員超過時の 

選考方法 
書類選考 

10．科目内容・ 

  授業計画 

・本講座は、12 年間担当した地域経済論の後継講座として開講し、4 年度目。本講座では、地域の現

状と問題、その背景等について講義し、「地域活性化の方策」について考える。 

・現職市長として実際に自治体経営を行っている立場から、実践的な講義を行う。「地方創生」などの

国の政策についても解説し、他の自治体での取り組みも紹介する。 

・想定受講生は「地域」に関心のある全ての者。特に将来、地域づくりに取組む、地域でビジネスを

行う、地方公務員を目指すなど、地域で活躍したい人材にとって有益なものとしたい。 

・開講日は、夏季集中講義で行う。予定開講日 8/4(水)～8(日)の 1～3 限(または 1～4限)  

なお、講師の業務都合で、他の日時(例えば 8月 18～22日など)に変更の可能性もある。 

【到達目標】 

地域の抱える問題とその背景について把握し、論理的に説明できる。 

地域活性化の方策について自分の 意見を持ち、具体的な提案ができる。 

第 1 回 「地域経営論」の概要 

第 2 回 地域の現状と問題 

第 3 回 地域問題の背景(1) 人口問題（その１） 

第 4 回 地域問題の背景(1) 人口問題（その２） 

第 5 回 地域問題の背景(2) グローバル化、中小企業経営 

第 6 回 地域問題の背景(3) 地方財政、市町村合併 

第 7 回 戦後の地域政策 (企業誘致、全国総合開発計画、など) 

第 8 回 新しい地域政策 (地方創生、など) 

第 9 回  地域活性化の方策と自治体の役割 

第 10回 地域活性化の事例(1) 

第 11回 地域活性化の事例(2) 

第 12回 地域活性化の事例(3) 

第 13回 事例研究-浜田市における取組み(1) 

第 14回 事例研究-浜田市における取組み(2) 

第 15回 地域経営論のまとめ 

11．試験・評価方法 

レポート(70%)、出席(30%)で評価する。 

レポート:次の 2 つのうち、どちらかを選択。 

1. テーマ 「どこかの地域を想定して、地域活性化策を論ぜよ」のレポート提出 

2. 浜田を元気にするアイデアコンテスト「MAKE DREAM 2021」への応募 

レポートは、締切日(別途通知)までに、事務室まで提出 

12．別途負担費用  

13．その他特記事項 

＜参考文献＞ 

日本政策投資銀行地域企画チーム編著『実践！地域再生の経営戦略[改訂版]』金融財政事情研究会、

2010 年 
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山崎史郎・石黒一正編著『どうする地方創生』日本経済新聞出版社、2018年 

14．サテライト科目の社

会人受講について 

科目等履修生（単位付与）として受け入れ 可 否 

聴講生（単位認定不要）として受け入れ 可 否 

※コロナ禍の影響により、対面授業はオンライン（同時・録画・資料提示）へ変更になる場合があります。 


